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 Generally, the noise evaluation is measurement of the sound level by a measuring instrument, 
collation with a standard value, and map expression of noise influence. However, it is difficult to 
evaluate the environmental sound actually heard in the city only by the sound level, so in order to 
evaluate detailed, consideration of the psychological factors which people feel to sound is indispensable. 
Examination by such human's feeling evaluation is difficult in the conventional method, but they are 
important factors which should be taken into consideration in the future．So，in addition to the sound 
level，we research psychological factors． 





























































































 図 2	 対象地域及び各測定点についての概要
5)	 






























	 測定データの合成及び代表値の算出方法を図 3 に示






























































































図 4	 各音種の支配率の例	 
(2) 特定の音種の支配率!!％! !特定の音種の要因数総合要因数 !!"" 























































図 5	 各音種の評価の割合の例	 
表 2	 音種分類表	 
自然音 生活音 人声 機械音 サイン音 メディア音
鳥の鳴き声 足音 会話 普通自動車 サイレン 音楽
犬の鳴き声 自転車 くしゃみ 大型車 アナウンス テレビ
猫の鳴き声 物音 せき ブレーキ音 クラクション 放送
虫の鳴き 咳払い 自動二輪 ウインカー







・	 Li：一定間隔で測定した第 i番目の 
騒音レベルのサンプル値 
・	 N：時間 Tにおけるサンプル値の総数 











































	 各被験者において LAeqが高い空間は，B－ ①昼(被験者
B の測定点①における昼間のデータ)の 70.2(dB)，D－ ①
夜の 68.9(dB)，C－ ①夜の 65.6(dB)，A－ ①昼の 65.1(dB)，
E－ ①夜の 63.6(dB)となっており，A－ ①及び B－ ①は昼
間よりも夜間の方が LAeqが低く，C－ ①，D－ ①，E－ ①
は逆に，昼間より夜間の方が高い結果を示していた． 




C－ ②昼，E－ ②昼の LAeqは 55(dB)前後であったが，D














































































































































































































































図 10	 各音種の要因数の算出結果	 
図 7	 SD 法形容詞一覧	 
1 ⇔ 5
a： 澄んだ ⇔ 濁った
b： 暖かい ⇔ 冷たい
c： 陽気な ⇔ 陰気な
d： 安全な ⇔ 危険な
e： 自然的な ⇔ 都会的な
f： 景観と調和 ⇔ 景観と不調和
g： 潤いがある ⇔ 殺風景な
h： 風情のある ⇔ 風情の無い
i： 賑やかな ⇔ 寂しい
j： 和やかな ⇔ とげとげしい
k： 穏やかな ⇔ 激しい
l： 落ち着いた ⇔ 緊張感のある
m： のんびりした ⇔ 慌ただしい
n： 親しみやすい ⇔ よそよそしい
o： 個性的な ⇔ 一般的な
p： 静かな ⇔ うるさい
q： 快適な ⇔ 不快な
r： 満足な ⇔ 不満な
s： 魅力的な ⇔ 魅力的でない










































に，E－ ①夜においては生活音の 9割が，A－ ②昼におい






















































































































































































































図 14	 生活音・人声の評価の割合	 












































































































































































































特に，A－ ②昼においては 8割以上が，B－ ②夜において
は全てのサイン音が“悪い”評価とされていた．サイン
















































図 19	 A－ ①昼における各音源の分布	 






































































































































































































図 17	 “どちらでもない”評価の割合	 














































































































記録していた空間である B－ ①昼においては，LAeq と
SD法の平均値の差が最も大きくなる結果となった．こ
の事は，図 22に示す B－ ①昼における詳細なレーダー
チャートからも明らかであり，ほとんどの形容詞にお
ける評価が否定的表現に寄っている結果となった． 











	 聞き取り調査における音環境の印象を表 3に示す． 






















































































































図 21	 SD 法平均値と LAeqの照合結果	 







































































































































































3) European Environment Agency：Noise Observation and 
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